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他者としての異文化論説

―張德彝（1847‒1918）の『航海述奇』をめぐって

徐 興 慶

1．はじめに

近代中国の北京外国語学校「同文館」の第一期生である張德彝（1847–1918）は1862（同
治元、文久２）年、16歳の頃から、何度も欧米に赴いている。彼の生涯では、８回に亘っ
てフランス、イギリス、ベルギー、オランダ、ドイツ、デンマーク、スウェーデン、フィ
ンランド、ロシアなど十数か国を遊歴し、その期間は計27年間に及んだ。張德彝は海外へ
遊歴した際、必ず「述奇」という見聞録を記述した。それは、『航海述奇』『航海再述奇』
『航海三述奇』などのように名付けられ、『航海八述奇』にいたるまで約200万字（70巻）
に及ぶもので、彼はそのために大游記作家として知られている。
また、張德彝は1868（同治７、明治元）年２月に長崎、神戸、横浜を経由して欧米に行
く途上、日本人との交流により『經日本東渡記』『七奇述』をも書き残した1。彼は近代中
国最初の英文学生、そして思想啓蒙者として、種々の西洋文明、日本文化を摂取し、東西
文化交流そのものを自ら経験した。
本稿は張德彝の日本遊歴の文献を通じ、彼の異文化に対する主張及びその思想の変遷を
検討し、さらに、中国の近代化をめぐる彼の異文化論説を明らかにすることを目的とする。

2．張德彝に関する先行研究

日中の学界においては、清朝末期の外交官、大臣に関する「域外游記」の研究成果は少
なくない。しかし、その対象は主に郭嵩燾、何如璋、薛福成、黎庶昌、黄遵憲、楊守敬な
ど、著名な外交官に限られている2。張德彝に関する研究は、単行本としては、鍾淑河の『走
向世界：近代中國知識份子考察西方的歴史』（1985）、陳叔平『巴黎公社與中國』（1988）、
李喜所編『五千年中外文化交流史』（第三巻、2001）がある。また、最近の研究では尹德
翔が『東海西海之間：晩清使西日記中的文化觀察認證與選擇』において、「張德彝の隨使
早期日記」の章を立て、彼の「泰西風土記」「文化多元主義の立場」及びその西洋に対す
る戲劇について論述している3。

1 張德彝『歐美環遊記』、鍾淑河編の「走向世界叢書 From East to West Chinese Travellers before 1911」

に収録（長沙：岳麓書社，2008年修訂版）。張德彝『七奇述』の内容について、趙金敏が「關於張

德彝『七述奇』手稿」（『近代日本研究』所収、1985年）を紹介している。
2 詳しくは、拙著『近代日中思想交流史の研究』（京都：朋友書店、2004年）を参照されたい。
3 尹德翔『東海西海之間：晩清使西日記中的文化觀察認證與選擇』（北京：北京大學出版社、2009年６月）。
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研究論文では、王國榮「他有五個第一」（『青年一代』、1982年第２期）、晨鍾「一位中國
人的巴黎公社目擊記」（『瞭望』、1982年第２期）、手代木有児「清末の外交制度論と国際認
識：張德彝の場合」4、雷俊玲「從張德彝的『述奇』看十九世紀中葉的歐洲社會」（『史學與
文獻』三、2001）、王熙「張德彝赴歐所見的西洋器物」（『西南民族學院學報』社科版、
2002年第４期）、李揚帆「張德彝：在「自卑中」發現西方」（『世界知識』2006年第５期）、
唐詩明「張德彝：向西方文化學習的先行者」（『人物春秋』2010年第１期・總第145期）な
どがある。
なお、修士論文としては、阪本（旧姓葉）英樹の「大清帝国最初の遣外使節団：随行通
訳張德彝の見聞録を中心に」（東京大学、1990）、張生の『晩清使臣與近代外交（1875–1911）：
話語轉型與外交實踐』（蘇州大学、2004）。樓秀麗の『張德彝：一個清外交官西方認識的成
長史』（華東師範大学、2008）においては、張德彝の西洋見聞による経済の近代化、政治・
外交制度、近代教育及び文化の分野を考察している。なお、雷俊玲の『清季首批駐英人員
對歐洲的認識』（台湾・中国文化大学博士論文、1999）では、張德彝の西洋文化への認識
が器物から制度に方向転換したことを論じたものである。
以上のように、これらの先行研究は殆どといってよいほど、張德彝の西洋体験について
述べたものであって、彼の日本見聞については、今まで、あまり研究されていないように
思われる。よって、本稿は張德彝が記述した『經日本東渡記』及び『七述奇』の内容を述
べることにしたい。

3．張德彝の人物考

張德彝の祖籍は福建で、1847年（清道光27年、弘化４年）に北京に生まれ、1862年（清
同治元年、文久２年）に外国語学校の「同文館」に入学。1866年（清同治５年、慶応２年）
に彼は「同文館」の英文学生、随員として、官員斌椿（1804–?）5 と共にヨーロッパへ遊歴
し、『航海述奇』を記した。二回目は、1868年（清同治７年、明治元年）、駐清国の使節蒲
安臣（1820–1870）6 が率いたヨーロッパ、米国など12か国へ回覧する「中国使節団」の通
事（通訳者）として随行し、帰国後にその見聞を『再述奇』（『歐美環遊記』）に記述した。

4 手代木有児「清末の外交制度論と国際認識：張德彝の場合」『中国文人の思考と表現』（東京：汲古

書店、2000）、493 ～ 512頁。
5 斌樁。字は友松といい、漢軍の正白旗人、山西襄陵県の県知を歴任した。彼は北京同文館の総教習

丁韙良（William Alexander Parsons Martin，1827–1916）、宣教師・翻訳家それに同文書会の創設者と

して知られる韋廉臣（Alexander Williamson，1829–1890）と親交したため、西洋の事務に携わるこ

とにした。斌樁は清同治五年正月初八日（1866年2月22日）に総理衙門から「即令其沿途留心，將

該國一切山川形勢、風土人情隨時記載，帶回中國，以資印證」とヨーロッパ各国へ遊歴することを

命ぜられた。同行者は、斌樁の子息廣英及び同文館の学生鳳儀、彦慧、張德彝などの５人であった。
6 蒲安臣（Anson Burlingame）は1820年、アメリカ・ニューヨーク州に生まれ、外交官となり、第10

代アメリカ中国駐在公使となった。その任を終えるや、彼は使節団を率いる清朝の欽差大臣（特命

全権大臣）へと変身し、志剛・孫家穀の両欽差大臣とともに、この使節団の首脳となる。彼は1868

年２月25日に清政府初の遣米使節團の団長として担任した。使節團の一行は30人で、中国の随員は

総理衙門の記名海關の道志剛、禮部郎中の孫家谷及び翻譯官の張德彝であった。
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三回目は1870年（清同治９年、明治３年）、「天津教案」7 が生じた際、欽差大臣崇厚（1826–
1893）8 の随員、通訳者としてフランスへ赴き、パリで起きた「公社革命」を目撃した。四
回目は1876年（清光緒２年、明治９年）に清国政府の初任駐英公使郭嵩燾（1818–1891）9 
の随臣としてロンドンへ赴任した。５回目は1887年（清光緒13年、明治20年）に洪鈞
（1839–1893）10 の随員としてドイツのベルリンへ赴任し、1891年に帰国した。のち、同文
館の校友沈鐸11と共に光緒皇帝の英文教師になった。６回目は1896年（清光緒22年、明治
29年）に駐英国公使の羅豐祿（1850–1901）12 の參贊となった。７回目は1901年（清光緒27
年、明治34年）専使大臣の那桐13と共に日本へ赴任した。８回目は1902年（清光緒28年、
明治35年）に清政府から二品官を授けられ、英国大使として赴任し、清政府の代表として、
ロンドンにて「保工章程」14契約を調印し、1906年に任期満了に伴い帰国した。

4．張德彝の日本見聞録

４．１．『經日本東渡記』
中国の清朝末期、第二次アヘン戦争の失敗によって、1858年に天津条約が結ばれ、1860
年には英仏軍が北京を占領した。清は洋務及び外交事務を有効に司るため、1861年に「總

7 天津教案とは、1870年に天津で発生した教案（反キリスト教事件）である。この事件で多数の修道女、

神父、フランス領事館員、フランス人、ロシア人、30人以上の中国人信者などが殺された。また、

フランス領事館とフランスやイギリスの教会も焼き討ちされた。事件の解決に向けて、フランスを

中心とした７か国艦隊が天津に到着し、総理各国事務衙門に抗議することになった。
8 崇厚、字は地山、清末の大臣。咸豐11年（1861年）三口通商大臣として洋務に携わる。のち直隸總

督に昇格。1870年「天津教案」の後、フランスへの謝罪使として出使した。
9 郭嵩燾。字は筠仙、湖南の湘陰人。進士出身の政治家で「湘軍」の創設者の一人、彼の次世代は曾

國藩、左宗棠と婚姻関係を持ち、清朝初駐外使節（駐英兼駐フランス公使）となった。
10 洪鈞。原名は王國鈞、字陶士、號文卿、江蘇蘇州府呉県の人。翰林院修撰、兵部侍郎、内閣學士を

歴任した。彼は1887年から1892年に至るまで中国の駐ドイツ、オーストリア、ロシア、オランダ４

か国の特命公使を歴任した。1892年に帰国し、総理各国事務衙門の大臣に転任した。
11 沈鐸は同文館の卒業生で、1888年に総理衙門の英文翻訳官になった。以来、40年近く優秀な学生を

数百名育成した。彼らは共に清末民初の政治、外交、教育などの分野で活躍する知名人となった。

張德彝は彼の門人の一人であった。
12 羅豐祿。字は稷臣、福建福州市の人。彼は清朝末期の外交家、翻譯家で、長く李鴻章の側近の英文

秘書を務めた。のちに外交顧問、翻訳官、天津大沽船塢總辦、累官水師營務處道員、天津水師學堂

會辦などの要職を歴任した。
13 那桐（1857–1925）字は琴軒、内滿洲鑲黄旗人、清末政府の重臣である。1900年に総理各国事務衙門、

晉理籓院左侍郎、戶部右侍郎を歴任した。八国連合軍が北京を陥落した際、「留京辦事大臣」として、

奕劻、李鴻章と共に連合軍と議和の仕事を務めた。彼は1901年、1902年二回に亘って、謝罪使及び

日本の博覧会の視察使として、日本へ赴いた。その際、日本の警察、交通制度をも見学した。
14 イギリスは1860年の「北京條約」に基づいて、1903年に清朝に「招工章程」の条約調印を要求した。

その際、張德彝は駐英国の公使であったため、1903年10月23日に慶親王奕劻に条約調印使を命ぜら

れ、1904年５月13日にロンドンにてイギリスと「中英會訂保工章程」を調印した。
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理各國事務衙門」を設置し、1862年になって外国語を学ぶ重要性に気づき、「京師同文館」
を設置することになった。そして、1866年から「夷人」（外国）の事情を視察するため、ヨー
ロッパへの遊歴団を派遣し始めたのである。清朝最初の遣外使節団（蒲安臣使節団）は、
1868年２月（同治６年12月）、中国から欧米12か国の回覧のために派遣された。この使節団は、
清朝海関の総税務司、イギリス人ロバート・ハート（Sir Rovert Hart、1835–1911）の提案
に基づいて実行されたものであった15。当時、蒲安臣（Anson Burlingame）の職務は「元美
利堅合衆国公使、中国辨理中外交渉事務大臣蒲安臣欽憲」であった。彼は使節団を率いる
清朝の欽差大臣（特命全権大臣）へと転身し、志剛・孫家穀の両欽差大臣とともに、この
使節団の団長となる。さらにこの使節団には、伯卓安（イギリス人、John McLeavy 
Brown）と徳善（フランス人、Emile de Champs）が加わっていた。米・英・仏・中国人混
在の５名の首脳陣だったのである。通訳には、張徳彝ほか５名の通訳ないし見習いがおり、
随行には庄椿齢以下５名、徒従・従僕等は７名、さらに蒲安臣の夫人や娘も加わって26名、
案内役の中国人官吏斌椿および同文館の学生なども参加し、30余名だった16。
『經日本東渡記』は張德彝がこの蒲安臣使節団に随行した見聞録『再述奇』（『歐美環遊記』）
に収録したもので、専ら日本について記したものではない。即ち、彼が欧米へ回覧した際、
経由通路の日本を見聞した日記である。当時の日本では、江戸幕府が滅ぼされ、大政奉還・
王政復古、それに明治維新が始まったばかりの時期である。

４．２．長崎での見聞録
蒲安臣使節団は1868年２月に中国から出発して、途中長崎、神戸、横浜を経由して欧米
に行った。張德彝が記述した『經日本東渡記』では、日本の山河、自然、地名、地理など
の風土記を記述している。まず長崎の地理に対する印象は「山嶺環繞，如壺腹然。樓閣熙
仿洋式，番舶往來如織。本地有三板舟，前尖後方，行若馬馳」17 と記し、西洋式の建築物
や港としての船舶往来の事情に目を向けた。また、張德彝は「此地古名深江浦，又名瓊陽。
是島共分九國，想即九郡也」と九州にある長崎の古名の深江浦、瓊陽という由来、及び「聞
有華商二千餘人，在此貿易」18 日中貿易の様子を聞き及んだ。さらに彼は長崎税関の役人
有吉諸佐（26歳）、檀野栄太郎（18歳）の二人に出会い、二人の服装について「大領闊袖，
圍短裙，不著褲，足登木屐，肋插長刀二柄，甚利。一大一小，大者三尺，小者半之」と典
型的な武士の様子を描いた。なお、二人が唐宋八大家の一人柳宗元（773–819）が書いた『桐
葉封弟辨』という封建社会の君主服従の気風を批判する古文を持つ様子から、「彼土亦漸
被車書之化矣」と長崎は次第に中国の文物制度（車書）に化したと張德彝は推測し、二人
に対し「容貌は温和で、礼儀をよく知る」という印象を記した。

15 この使節団の歴訪国は12か国（アメリカ、イギリス、フランス、ノルウェー、スウェーデン、デン

マーク、オランダ、プロシア、ロシア、ベルギー、イタリア、スペイン）で、期間は２年10か月半

に及んだ（1868年１月～ 1870年11月）。
16 田中彰『明治維新と西洋文明』（東京：岩波書店、2003年）。
17 張德彝『歐美環遊記』、625頁。
18 同上。
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４．３．長崎居留の中国人との交遊
張德彝は長崎で30歳ぐらいの浙江杭州府出身の中国人龔慎甫に出会った。龔氏は「因避
亂至此，以硯耕為生活，數年來幸不餓莩；然毎觸故國風味，輒自悲感」と述べ、自分はか
つて中国の戦乱を避けるため、長崎に居留したと張德彝に語った。また、当時長崎の様子
を「刻下市鎮蕭條，商賈裹足。緣日本各郡土王貳於大君，因而彼此鏖兵。大君敗師，並以
削髮為僧，時圖恢復，待時而動」と説明している19。「日本各郡土王貳於大君，因而彼此鏖兵」
とは、慶応４年（明治元年、1868年、戊辰）に王政復古を経て明治政府を樹立した薩摩藩・
長州藩らを中核とした新政府軍と、旧幕府勢力及び奥羽越列藩同盟が戦った内戦の「戊辰
戦争」のことと思われる。
また、明治初期の日本社会の風俗について、張德彝は次のように述べている。

日本自開國以來，不設科取士。無論文武，皆系世襲；更有捐納虛職。官恆為官，民恆
為民。官與兵皆佩刀，極其尊貴。民見市肆有佩刀者，則俯首長跽。素行平行之禮，則
雙手撫膝，躬身俯首而已。國人服飾，男著長服，大領闊袖而無襟，腰纏粗帶，足作疏
指，著藍布襪，兀字木屐，並不著褲；而年老有須者少。頂門剃髮二寸許，作月牙形；
亦有不剃者，全髮剪尺許長，以樁實油束起疊成乙字；冬夏皆無冠帽，惟君與大官有之。
女子蓄髮作髻，有如銀錠形者，耳無環，首戴簪；服短衫，大領闊袖與男子同，惟袖後
有口，不知何用；亦無裩褲，圍緊裙，赤足著草底木屐。男女同禮。其嫁者剃眉，齒染
成黑色。處子蓄眉，不染齒；妓者亦然。男女相貌，與中土同；通國大半操寧夏音，而
身體多短小者。（1868. ２. ９）20

日本の七夕について、

國俗每歲三節，皆有燈火歌曲。惟值七夕，鬧熱尤甚，通城小兒聚二千餘名，服彩衣，
吹笛簫，沿街歌唱。入夜則各執五彩花燈，樣式不一，歌聲滿耳，男女觀者如堵。國有
孔聖廟、關王祠，每年五月十三日舉行祭禮。21

このように、彼は「漢化」（中国文化の影響）が辺境（日本のこと）にまで及んでいるこ
とに驚きつつも、日本に科挙がなく身分制であること、世襲や官制、武士、ないし男女の
服飾や礼儀作法、髪型、相貌、既婚婦人の風俗、言葉の発音など、詳細に記述している。

４．４．日本の文字及び言葉の表現
張德彝は同船の日本人から日本語を教わった。まず日本語の種類と字数、発音について、

次のように述べている。

其國字有三種，曰：文字，曰：平假字，曰：片假字。文字即中華漢字，有真草隸篆各

19 同上、626頁。
20 同上、626 ～ 627頁。
21 同上、630頁。
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體；平假字共四十八，筆畫清楚，如ナガサキ等。此八字實乃奈、加、色、貴，國人念
曰：那、嘎、撒、吉。22

「文字」は漢字のことで、彼は平仮名やカタカナが書けないため、日本人の発音を聞き取っ
て、中国の文字で当てるという記し方で表現している。例えば、長崎は、Na＝那、Ga＝嘎、
Sa＝撒、Ki＝吉のように記述した。長州（山口）の下関（赤間關）を通過する時、「日本
國長山長州赤間關，土人呼為“阿喀嗎嘎塞及“」と記す。つまり、下関の古名は「赤間関」
であったので、「阿（A）喀（Ka）嗎（Ma）嘎（Ga）塞（Se）及（Ki）」と記載する。また、
地名の発音を、兵庫＝消溝（Hyogo）、深江（長崎）＝那嘎撒吉（Nagasaki）、富士山＝福
思雅瑪（Fushiyama）、橫濱＝由勾哈瑪（Yokohama）のように漢字で記す23。

４．５．日本の地理、自然、風俗に対する認識
島国の日本列島の地理、文物について、張德彝は次のように記載している。

日本古稱倭奴國，在大東洋列三大島，地形長若半規，橫亙南北，環抱華洲。南者曰九
州，北者曰葉娑（蝦夷），中之大者曰日本，王居其中。都名彌耶穀（都）。三島南北長
約三千七百餘里，東西犬牙相入，各約六七百里。天時寒暖如中土，所產花木極多，有
乳香、松柏、漆、鐵等類。他如碗盒、箱櫃，彩繪精妙，惟鋼刀嚴禁出售外邦，以其鋒
芒之犀利，咸稱天下第一。24

また、横浜の港としての自然風景を下記のように生き生きと描いている。

日本國之橫濱，又名江戶。口岸寛闊，舸艦交沖，營造樓房，幾無隙地。其溪南北三面
一帶皆山，近者蒼崖滴翠，遠者斷壁出雲，堪稱水秀山清，令人臨眺嘆賞。人勇鐵利，
物多精巧，是天地鐘靈之氣，皆聚於此矣。口內北風甚勁，波濤洶湧之聲，晝夜不絕。25

なお、富士山については

國王歲時修旅祭之禮，國人敬之如華人之虔奉泰山。上有積雪，終年不化。每晨起遠望，
青雲一縷，橫亙山腰，令山之上截如懸天際然。26

とその景色を中国の泰山に比喩する。
以上のように、張德彝が残した見聞録については、阪本英樹氏は「清末の知識人が古い
世界観の虚偽性に気づき、新しい世界「主に地理認識や物質文明に限っていた」を発見し、

22 同上。
23 同上、628頁。
24 同上、630 ～ 631頁。
25 同上、628頁。
26 同上。
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グローバルな視野を身につけようとした努力の結晶である」と賞賛している27。
しかし、ここで特筆したいのは、二千年に亘る日中文化交流史のなかで、中国の官僚、
知識人の大半は日本についての認識は、中国各時代の『日本伝』に頼るしかなく、明朝ま
で自ら渡日して日本社会を見聞することはあまり為されなかった。このように日本に対す
る認識が不十分、不正確になる原因は、従来華夏の文明国が東夷の小国を蔑視する心理か
ら未だ解放されていないことにあるといわざるを得ない。19世紀に入っても、同文館出身
の中国知識人張德彝でさえ、日本見聞を経験しても、その地理概念は依然として「三島」
しか正確に認識していない。まさに阪本氏が「まだ見ぬ未知なる世界のドアを開き、帆を
揚げて尊い第一歩を踏み出した」、「清末において、少くとも、十九世紀六〇年代の末まで、
江戸実学、或いは幕末維新期の実学に相当するような動向は、まだ現われていなかった」
などと指摘したように、清末の中国が日本を無視する現象は日清戦争（1894–95）に中国
が敗北するまで続いたものと思われる。
なお、阪本氏は、張德彝が随行した「蒲安臣使節団」の特徴について下記の四点を挙げ
ている。
（一）、団長が西洋人であること。（二）、使節団一行は、物質文明や風俗習慣に対して強
烈な関心を示しているが、社会制度や精神文化の面での関心は同時代の日本人と較べて著
しく希薄であったこと。（三）、旅を通じて、かつての中華を中心に据えた世界観が崩れゆ
き、代わって新しい世界観が清末知識人の脳裡に形成された。（四）、近代中国の起点につ
いて、この使節団に関する中国人側の記録はその抜本的な見直しを迫る内容をもつことで
ある28。

5．『七述奇』から見た日本見聞録

前述したように張德彝の日記『述奇』八部は、『七述奇』を除いて、「走向世界叢書」と
して、湖南人民出版社から出版されている。従来、彼が書いた『七述奇』は散逸したと看
做されるものの、1985年に趙金敏が「關於張德彝『七述奇』手稿」を紹介したため、その
一部が中国の歴史博物館に所蔵されていることが判明した29。張德彝の『七述奇』手稿は
1901年に特使那桐と共に日本へ赴いた謝罪の出来事を記述するほか、義和団や各国の連合
軍が北京に侵入し、和約を調印した内容をも記す日記である。その内容によると、1900年
（光緒26年）５月15日に日本大使館の書記生杉山彬が北京で殺害された事件で、清政府は
日本政府に謝罪のため、1901年５月１日に那桐を特使として任命し、張德彝を随行の参賛
官の一人として、日本へ派遣することになった。那桐特使団の一行は同年７月４日に日本
の「神戸丸」に乗って出発し、途中長崎、下関（春帆楼）、神戸、横浜を経由して、７月
23日に東京（新橋）に着いた。のち、一行は駐日公使の李盛鐸（1859–1934）を訪ねた。

27 阪本英樹『月を曳く船方―清末中国人の米欧回覧』（東京：成文堂、2002年）、162頁。
28 同阪本英樹著書、159 ～ 163頁。
29 張德彝の『七述奇』手稿には、まず「稿成らず」と記し、その公刊しない理由は日清戦争の敗戦、

さらに、今回は謝罪使の身分で「深覺有辱國體，故輟而不述」と記している。これは北京図書館の「柏

林寺書庫」が所蔵した張德彝の74の原稿の中で『七述奇』が入っていない理由である。
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８月１日に日本の皇居にて明治天皇に国書を渡した。翌日、杉山彬の墓参り、謝罪を済ま
せた後、８月４日に再び皇居で皇后に謁見して「使臣欽奉我皇太后、大皇帝簡命，專使貴
國，今得親見大皇后陛下，實深榮幸。敬代我皇太后、大皇帝問大皇后好」30 ということを
記したが、その後の記録は途絶えた。那桐特使が国書を渡す際に、張德彝は下記のように
記している。

使臣欽承我大皇帝特簡奉使貴邦，恭維大皇帝治功丕著，德化維新，使臣敬仰光儀，益
深慶幸。伏念中日同在亞洲，唇齒相依，至親極密，乃去年夏間，中國變生倉猝，禍及
貴國書記生杉山彬慘遭非命，我大皇實深惋惜，是以專派使臣東來，呈遞國書，面達歉
衷，並親往杉山彬墳墓致祭，賫交祭葬銀兩，以表優榮之典。31

また、

惟冀大皇帝念同洲之誼，此後交際益加親睦，維持全局，振興東亞，實我兩國之福。使
臣敬祝大皇帝萬壽無疆，國運隆盛，不勝頌禱之至。誦畢，遞國書。32

那桐特使の一行は、清国政府（大皇帝、光緒皇帝）を代表して、北京で殺害された日本の
書記官杉山彬に謝罪するため、明治天皇に国書を呈し、同時にその墓参り、賠償などの敬
意を表した後、今後両国の親睦、時局安全の維持及び東アジアの振興などの願い事を申し
伝えた。そして、明治天皇は国書を受け取った後、次のように答えている。

客歲之變，公使館書記生杉山彬慘遭非命，貴國大皇帝深為惋惜，特派卿來面賫國書，
朕已領悉。嗣後兩國交誼，可信益加敦厚。惟冀貴國大皇帝維新之丕圖速就其緒，東亞
之和局恒久維持，更祝大皇帝福祉無窮。望將此意代達轉奏。33

張德彝の７回目の海外訪問は、謝罪という形で、日本へ赴き、自分は「有辱國體」を感
じさせられるとはいうものの、明治天皇、皇后に謁見することによって、日本の外交礼儀
の作法や皇居の建築様式、日本人の習俗などの新奇事について、具にその見聞を記し得た。
例えば、日本の外交礼儀の作法について、張德彝は次のように述べている。

先經日官翻譯以日文，繼經陶杏南譯以漢文，言畢，星使退步左立，杏南隨退立於星使
（那桐）之次。后此，頤、蔡及余與誠皆一一前進，禮亦三鞠躬，禮畢皆循序與星使立
成一行，繼而魚貫退出，亦行三鞠躬禮。34

30 張德彝『七述奇』手稿。
31 同上。
32 同上。
33 同上。
34 同上。
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ここで、張德彝は日本式の外交礼儀による通訳の順番や応対、進退の作法を記した。こ
の特使那桐の随員の中で、参賛は四人いる。即ち、翻訳官は陶杏南（候選知府、知事）陶
大均のこと、「頤」は刑部郎中・総理衙門総辦の章京頤で、「蔡」は戸部郎中の蔡源深、そ
して張德彝の４人である。その後、一行は宮内で食事や皇居建築の見学を案内され、「禮
官引看其正殿，用膳堂、集草堂，見后，引入一間吃茶點心。吃畢，繞穿廊行極遠至宮門，
握手謝辭，登車回店」と記述している。また、皇居の建築について、張德彝その正門の次
の回廊、渡り廊下、木造の寸法、漆器、絨毯、彫刻、錦織、椅子、机、障壁など古色ただ
よう設計について、次のように絶賛している。

其所以覺遠，曲徑盤環，不知有幾千萬落者，穿廊、游廊多故也。殿間亦有寛敞者，而
高較中華廟殿之半，外日式，內西式，通身木造覆瓦，柱粗五寸見方，棚頂方槽，或本
色，或漆花，地則木片湊花刷蠟，色分黃紫，花形斜正方尖八角不等。步行處鋪墊花氈
一條，雖殿內亦光板頗滑，四壁無牆，或木板，或大玻璃，窗壁或漆花，或雕刻，或糊
錦緞。其正殿寶座式與英國者同，上列雙椅，帳頂亦出二白毛刷。膳堂可容坐百人，橫
大桌一張。集草堂者，棚頂四壁彩畫千種花草也。木多樟楠，故隨行甚香也。窗壁木皆
厚約一寸或數分，而能左右推移，輕便之至，天時使然也。35

なお、日本人の服装について、張德彝は次のように述べる。

日本現改西裝，官員進署固著西服，而午晚仍以古衣為舒服。街市男人雖不結髮而剃禿，
而著草鞋、木屐、古衣者多。且現值暖，人多赤腳，且多赤身而腰圍白布一條作丁形者。
其皇與后終日西裝，而每值大典吉期，仍著古裝，以示不忘舊也。宮中作樂，亦日西間
之。

最後に日本の果物、野菜、花木、それに乗り物まで彼は詳細に記載している。

其地有蘋果、葡萄、蕉子與梨，皆酸淡無味，惟西瓜稍好，而仍不若北京者。菜有芹菜、
菠菜、矮瓜、白菽、冬瓜、蔥、蒜、胡蘿蔔、惟白蘿蔔長及三尺，粗半尺者。車有鐵道
公車、跑海車、單雙馬車，皆不甚多，惟人力車無數，且運動車亦多以拉，其人力車價
較西洋多加一條，乃遇雨雪則加錢若干。花木多，樹古老而花不香。36

このように張德彝は二回目の日本訪問で、明治社会の政治、教育、礼儀、風俗、建築、
文化、文芸などの異文化を体験した。しかも、人的な往来について、外務省総務長官の内
田康哉、外務大臣の曽祢荒助、秘書官の吉田要作、宮内省式務長官の田中光顕、同式部長
の三宮義胤、同礼官加藤恒忠、日本正金銀行の長鋒郎、澤村繁太郎、日本領事の小田切万
之助などの要人と交遊し、日中関係を深める役割を果たしたものと思われる。

35 同上、230 ～ 231頁。
36 同上、231頁。
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6．結語

本稿は張德彝が遊歴した諸外国、とりわけ日本を「他者」として捉えることにした。彼
が示唆した「他者」認識をめぐって、近代化を目指す清朝末期の知識人に、日本にどのよ
うな眼差しが向けられ、かつ遊歴以降いわゆる「精神の開国」がどのように変容していく
のか、明治思潮が如何に関与したのか、その見聞の内容を述べながら、彼の「華夷思想」
を中心に考察した。
張德彝の外国の文明吸収は清国の官僚としての遊歴という形で、西洋と東洋の世界を超
え、物事を直接経験し、人々を互いに結びつけ、中国境内に知られざる域外文明を清末の
社会に伝える役割を果たそうとしていた。同文館出身の知識人による外国への文明摂取の
制度化が、1860年代から洋務運動の起動以降、目覚め始めたものと思われる37。いうまで
もなく、この制度の実施は清国にとっての西洋列強侵入による半植民地化を恐れるという
問題を通して、開国を迫られ、清国の政治や経済に外国の権力が合法的に介入してきたこ
とによって、多方面の近代化への必要性が、その制度化を促したものと考えられる。
1862年に開設した京師同文館は、総理各国事務衙門が洋務を充実させる目的から、翻訳
作業のできる人材育成のために設置されたのであった38。同文館の知識人の課題は、外国
語の勉強もさることながら、明、清以降台頭してきた経世致用の実学の新たな継承と、他
方、外来文明を、伝統のある儒教思想や実学そのものと如何に融合させるか、いわば、ど
のようにすれば、洋務運動の理論的基礎である「中体西用論」を実現できるのかが、その
使命であろう。
張德彝は、一般の中国知識人のように日本を通して西洋の近代化による政治、経済、教
育制度などを学ぼうとするのではなく、遊歴しながら、風土人情に自分の感想を加えなが
ら、その見聞を記録したのである。彼は従来、儒教要素が強いられる学問のアイデンティ
ティも強かったので、封建的な思想を堅持する面が見られるが、日本の異文化を見聞した
ことによって、素直に賛同したり、受けとめたりする面もある。例えば、「日人讀漢文之
標記」と題する日記には、

日本雖被同文化之，而誦華書句讀偶異。如「孟子見梁恵王」句，左右識以叉點，易為：
「孟子見梁恵王」。讀則：「孟子梁恵王見」。又如：「王曰：叟不遠千里而來，亦將有以
利吾國乎？」，讀則：「王曰：叟！千里遠不而來，亦將以吾國有利乎？」。其書編序注

37 洋務運動は清朝政府の主導する近代化の試みであり、洋務派はこれと平行して、洋務のできる人材

の育成が主な目的であった。一つは、京師同文館や福州船政学堂をはじめとする学校であり、もう

一つは、西洋への留学生派遣である。
38 京師同文館が設立当初、イギリス人教官１名と中国人教員若干名で発足した。当初は英語を教え、

翌63年には、法文館・俄文館が付設され、徳文館は1872年に、東文館は1896年に増設された。同文

館は、外国語以外に、各国の地理や歴史、初等の自然科学などを教えた。船政学堂においては、英語、

フランス語や造船技術、航海術などを中心にその人材を育成した。また留学生は1872年、初めてア

メリカに派遣された。アメリカには、1875年まで四回に分けて合計120名が送り出されて、軍政・

船政・製造などの科目を学んだ。また西洋へは、1876年に７名がドイツに、16名がフランス、12名

がイギリスに正式に派遣されている。
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解與華同，惟此少異。（1868. ２. 29）39

と記述している。日本は「漢化」を受けても、中国古典の読み方が異なることに気づいた。
即ち、「孟子見梁恵王」の句であると、日本人は「孟子―梁恵王―見」の語順に読み、ま
た「王曰：叟不遠千里而來，亦將有以利吾國乎？」の句であると、日本人は「王曰：叟！
千里遠不而來，亦將以吾國有利乎？」と、実際に訓読法まで例示している。張德彝の日本
に対する関心は、学問の摂取とその変遷までひろがり始めている面も窺える。
一方、張德彝は近代日本の風土人情に接しながらも、自国中心の「自我」が「他者」で
ある異文化を自らと対等と見なして受け容れることには、抵抗感があるように思われる。
下記の例を挙げてみよう。張德彝曰く：

古人云：“遊不廢學“，良有以也。況險阻艱難，身之所歷，尤非托諸空言。今既遠遊
萬里，得履其地，得見其人，則其風土人情，有不厭詳加記載者，非敢謂芻蕘之采，聊
以備數晨夕耳。而或以為不可，亦殊不解甚矣。再，出使絕域，為古聲教所不通，我既
待以樸願，彼必浹以真誠。孔子云：“言忠信，行篤敬，雖蠻貊之邦行矣。（1868. ２. 29）40

彼は「遊歴しても正しく学問を修めることを忘れない」、「特に、空言により議論を行わな
い」という真面目な態度で、できるだけ日本の風土人情を厭きることなく記載した。しか
し、その間、孔子の『論語』（衛霊公第十五の六）「言、忠信（誠実）、行、篤敬（真心）
なれば、蛮貊の邦と雖も行なわれん」を取り上げ、日本のことを「蛮貊の邦（野蛮な国）」
または「絶域」と隠喩したことがある。また、２回目の渡日（1901. ７. ４–８. ４）は日清
戦争の敗北という屈辱的現実と「謝罪」というマイナスな形で進行していくので、彼は「有
辱國體」という抵抗を受け止めた上、日記の刊行を中止した。これらのことを考えると、
張德彝の意識は従来、中国の官僚、知識人が固持する「華夷観（中華意識）」から脱せず、
そこには優越感そのものが根深く残されていることが窺える。
張德彝は1918年72歳で亡くなった。彼の27年間に亘る世界廻りの見聞録『奇述』の価値
は、「他者」のよさを摂取することだと思われる。彼の葬式に贈られた挽聯「環遊東亞西歐，
作宇宙大觀，如此壯行能有幾；著述連篇累續，闡古今奧秘，斯真名士不虚生」41 という言
葉に示されるように、古今東西の奥行きのある学問とは異にしながらも、彼の「奇述」見
聞録は清末までの伝統的学問と明治思潮の学問、文明との異同を喚起され、近代化されつ
つある中国社会に寄与すべき貴重な文献といわなければならない。
本稿は、張德彝の『經日本東渡記』、『七奇述』を中心に述べたが、彼の帰国後の思想主
張は如何なるものか、かつての奏疏や清末の宮中档案、新聞誌、それに彼の後代が編集し
た『光録大夫建威將軍張公集』などの文献を照らし合わせて、彼の世界遊歴による他者と
しての異文化論説そのものが、中国近代化の全体像において、どう位置づけられるのかを
明らかにする必要があるように思われる。それを課題として、別稿にて論じたい。

39 張德彝『歐美環遊記』、633 ～ 634頁。
40 同上、627 ～ 628頁。
41 『建威建軍張公集・輓聯』、『醒目清心錄』所収、第13冊。


